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２ 予算の規模 

 

 令和４年度当初予算額 ① 令和３年度当初予算額 ② 増減率①／② 

一般会計 127,620,000千円 118,866,000千円 7.4％ 

特別会計 57,562,130千円 57,532,961千円 0.1％ 

企業会計 31,817,558千円 30,904,429千円 3.0％ 

全会計合計 216,999,688千円 207,303,390千円 4.7％ 

  ※ 企業会計の予算額については，収益的支出と資本的支出の予算額の合算額を記載しています。 

 

(1) 一般会計 

令和４年度当初予算額は，盛岡学校給食センターや盛岡南公園野球場の整備事業のほか，

認定こども園等運営費給付事業を含む子ども・子育て事業，障がい者の自立支援事業など社

会保障関係経費が引き続き増加するとともに，公共施設保有最適化・長寿命化計画に係る大

規模改修工事の継続，新型コロナウイルス感染症に係る対策事業に係る予算計上などにより，

総額では前年度当初予算と比較して，87億 5,400万円（ 7.4％）増の 1,276億 2,000万円と

なりました。これは，過去最高の予算規模となっています。 

※ 一般会計予算の概要については，７ページ以降に記載しています。 

 

 <予算規模の推移（当初予算ベース）> 

 

※ 各年度の予算額は，百万円の単位で四捨五入しているため，実際の予算額と異なる場合があります。 

 

 <予算の増減率の推移（当初予算ベース）>                                 （単位：％） 

年度 29年度 30年度 １年度 ２年度 ３年度 ４年度 

歳入歳出 

予算増減率 

盛岡市 △3.2 2.8 0.8 3.0 3.5 7.4 

地方財政計画 1.0 0.3 3.1 1.3 △1.0 0.9 

   ※ 地方財政計画の増減率は，通常分のものになります（震災対応分は含んでいません）。 
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(2) 特別会計 

国民健康保険費特別会計において，国民健康保険事業費納付金の減額が見込まれたところ

ですが，後期高齢者医療費特別会計においては，後期高齢者医療広域連合納付金の増額が，

新産業等用地整備事業費特別会計においては，第二事業区基盤整備工事等の増額が見込まれ

たことから，特別会計11会計の合計では，前年度当初予算と比較して， 2,916万９千円

（ 0.1％）増の 575億 6,213万円となりました。 

 <特別会計予算総額の比較（当初予算ベース）>        （単位：千円） 

 
令和４年度 

予算額 

令和３年度 

予算額 
比較増減 増減率 

公設浄化槽事業費 12,436 10,630 1,806 17.0％ 

農業集落排水事業費 519,632 492,102 27,530 5.6％ 

母子父子寡婦福祉資金貸付

事業費 
55,956 56,355 △ 399 △ 0.7％ 

国民健康保険費 25,054,245 25,502,382 △ 448,137 △ 1.8％ 

介護保険費 26,694,440 26,720,260 △ 25,820 △ 0.1％ 

後期高齢者医療費 3,575,741 3,340,455 235,286 7.0％ 

中央卸売市場費 1,292,201 1,272,329 19,872 1.6％ 

新産業等用地整備事業費 341,821 122,005 219,816 180.2％ 

土地取得事業費 12,218 13,088 △ 870 △6.6％ 

東中野財産区 2,762 2,677 85 3.2％ 

東中野，東安庭，門財産区 678 678 0 0.0％ 

合  計 57,562,130 57,532,961 29,169 0.1％ 

 <特別会計予算総額の推移（当初予算ベース）> 

   

※ 各年度の予算額は，百万円の単位で四捨五入しているため，実際の予算額と異なる場合があります。 
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(3) 企業会計 

水道事業会計の資本的支出予算における配給水施設の建設費及び改良費が増額となった

ことなどにより，下水道事業会計の資本的支出予算における企業債償還元金の減額はあるも

のの，企業会計３会計における各々の収益的支出予算額と資本的支出予算額の合計で，前年

度当初予算との比較で９億 1,312万９千円（ 3.0％）増の， 318億 1,755万８千円となりま

した。 

 <企業会計支出予算額（合計）の比較（当初予算ベース）>     （単位：千円） 

 
令和４年度 

予算額 

令和３年度 

予算額 
比較増減 増減率 

水道 

事業 

収益的支出 6,396,707 6,326,274 70,433 1.1% 

資本的支出 6,530,498 5,910,477 620,021 10.5% 

支出計 12,927,205 12,236,751 690,454 5.6% 

下水道 

事業 

収益的支出 8,346,569 8,142,520 204,049 2.5% 

資本的支出 5,031,567 5,295,898 △ 264,331 △5.0% 

支出計 13,378,136 13,438,418 △ 60,282 △0.4% 

病院 

事業 

収益的支出 4,606,000 4,505,800 100,200 2.2% 

資本的支出 906,217 723,460 182,757 25.3% 

支出計 5,512,217 5,229,260 282,957 5.4% 

合計 

収益的支出 19,349,276 18,974,594 374,682 2.0% 

資本的支出 12,468,282 11,929,835 538,447 4.5% 

支出計 31,817,558 30,904,429 913,129 3.0% 

 <企業会計支出予算額（合計）の推移（当初予算ベース）> 

  
※ 各年度の予算額は，百万円の単位で四捨五入しているため，実際の予算額と異なる場合があります。  
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